
第 3 次都市計画マスタープラン 

■将来都市構造図の新旧対照 

 【第２次都市計画マスタープラン_将来都市構造図（全体構想）】 

【第３次都市計画マスタープラン_将来都市構造図】 

多極連携型の集約型都市構造を目指す観点から修正 

都市機能の集積状況を踏ま

え市役所周辺を拠点に設定

（立地適正化計画との整合） 

ヒトやモノ、文化の交流

を表現する観点から南

北交流軸を概念で図示 

新たに牟田尻を地域中

心に設定（コミュニティ・

センターの立地） 

新たに公園通りを

生活中心に設定 

現行計画の生活中心のうち、市街

化区域に存する拠点を生活拠点に

設定（拠点のメリハリ）・立地適正化

計画との整合） 

現行計画の地域中心のうち、市街

化区域に存する拠点を地域拠点に

設定（拠点のメリハリ・立地適正化

計画との整合） 

将来都市構造図では大まかな土地利用の

方向性を示す観点からゾーンを大きく４つ

に区分（小分類は土地利用方針図に記載） 

にぎわいや交流を生む重要

な軸として都市内中心軸を

将来都市構造図に位置づけ 

ポイント 
①立地適正化計画との整合 
コンパクトプラスネットワークを深
度化させたまちづくりを行うため、
多極連携の集約型都市構造を目指
します。 
②生活に身近な範囲における新た
な『拠点や中心』を設定します。 


